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住
宅
関
連
で
炭
素
利
用
実
証

北
見
工
業
大
と
連
携

エ

ア

・

ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ィ
ル
タ
ー
子
会
社

ニ
ッ
ケ
に
全
株
譲
渡

東
洋
紡
エ
ム
シ
ー

化
繊
協
が
本
委
員
会

サ
ス
テ
ナ
な
活
動

の
進
捗
な
ど
報
告

機
能
性
薬
品
の
開
発
、
評

価
で
培
っ
て
き
た
知
見
を
生

か
し
、
画
像
を
撮
影
し
観
察

す
る
業
務
を
請
け
負
う
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
乗
り
出
し

た
。
他
社
の
薬
液
で
処
理
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
対
応

す
る
。

パ
タ
ー
ン
ウ
エ
ハ
ー
の
断

面
を
は
じ
め
、
エ
ッ
チ
ン
グ

加
工
後
の
基
板
、
残
膜
な
ど

の
画
像
を
取
得
し
確
認
す
る

う
え
で
、
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
て
い
る
各
種
装
置

を
活
用
す
る
。
集
束
イ
オ
ン

ビ
ー
ム
（
Ｆ
Ｉ
Ｂ
）
と
、
０

・
４
�
�
と
世
界
最
高
水
準

の
分
解
能
を
誇
る
Ｓ
Ｅ
Ｍ
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ

り
高
精
細
な
画
像
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
倍
率
５０

〜
９
０
０
０
倍
の
マ
イ
ク
ロ

ス
コ
ー
プ
も
保
有
し
て
い

る
。
Ｓ
Ｅ
Ｍ
に
つ
い
て
は
、

元
素
分
析
も
行
え
る
最
新
鋭

装
置
の
購
入
を
検
討
し
て
お

り
、
導
入
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
同
サ
ー
ビ
ス
内
容
の

充
実
を
図
れ
る
。

同
サ
ー
ビ
ス
の
主
体
は
画

像
の
取
得
、
観
察
だ
が
、
要

望
が
あ
れ
ば
薬
液
処
理
も
行

う
。
処
理
方
法
は
浸
漬
と
枚

葉
の
２
種
類
。
浸
漬
処
理
は

８
�
の
大
き
さ
の
ウ
エ
ハ
ー

ま
で
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
処
理
温
度
は
０
〜
９０
度

Ｃ
で
、
静
止
、
撹
拌
、
揺
動
、

超
音
波
、
パ
ド
ル
な
ど
で
処

理
す
る
。

一
方
、
枚
葉
処
理
で
は
Ｐ

Ｔ
Ｆ
Ｅ
（
ポ
リ
テ
ト
ラ
フ
ル

オ
ロ
エ
チ
レ
ン
）
製
チ
ャ
ン

バ
ー
に
よ
り
、
酸
性
な
ら
び

に
ア
ル
カ
リ
性
の
薬
液
で
の

処
理
が
可
能
。
構
造
は
加
圧

圧
送
式
で
、
ノ
ズ
ル
タ
イ
プ

は
フ
ル
コ
ー
ン
、
扇
、
ス
ト

レ
ー
ト
。
処
理
温
度
は
室
温

〜
６５
度
Ｃ
。
薬
液
処
理
は
イ

エ
ロ
ー
ル
ー
ム
で
実
施
す
る

こ
と
も
で
き
る
。

同
サ
ー
ビ
ス
は
２
月
下
旬

に
始
め
て
お
り
、
問
い
合
わ

せ
は
来
て
い
る
。
画
像
取
得

に
要
す
る
作
業
時
間
や
負
担

を
減
ら
せ
ら
れ
る
と
い
っ
た

利
点
を
訴
求
し
、
利
用
す
る

ユ
ー
ザ
ー
を
増
や
し
て
い

く
。

林
純
薬
工
業
（
大
阪
市
）
は
、
エ
ッ
チ
ン
グ
加
工
後
の
ウ
エ
ハ
ー
断
面
な
ど
を
観
察

す
る
受
託
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
（
三
重
県
多
気
町
）
に
あ
る
超

高
分
解
能
の
走
査
電
子
顕
微
鏡
（
Ｓ
Ｅ
Ｍ
）
と
い
っ
た
装
置
を
使
っ
て
画
像
を
取
得
し
、

そ
の
結
果
を
顧
客
に
返
す
。
数
多
く
撮
影
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
、
Ｓ
Ｅ
Ｍ
を

保
有
し
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
ユ
ー
ザ
ー
の
需
要
を
獲
得
す
る
。
同
サ
ー
ビ
ス
を
広
め
、

ひ
い
て
は
林
純
薬
が
手
が
け
る
エ
ッ
チ
ン
グ
液
や
剥
離
液
な
ど
の
拡
販
に
つ
な
げ
る
。

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
Ａ

Ｗ
）
は
こ
の
ほ
ど
、
住
宅
関

連
の
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

技
術
実
証
に
お
い
て
北
見
工

業
大
学
（
北
海
道
北
見
市
）

と
連
携
協
定
を
締
結
し
た
と

発
表
し
た
。
技
術
融
合
、
人

材
交
流
な
ど
に
よ
り
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
創
出
に
つ
な
が
る

研
究
開
発
を
推
進
し
つ
つ
、

新
た
な
技
術
や
解
決
策
を
生

み
出
す
。

３
月
下
旬
、「
住
宅
に
お
け

る
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
技

術
実
証
」
に
関
し
て
同
大
学

地
域
循
環
共
生
研
究
推
進
セ

ン
タ
ー
と
連
携
協
定
を
結
ん

だ
。
新
た
な
技
術
や
プ
ロ
セ

ス
の
開
発
、
効
率
性
の
向
上
、

実
用
化
に
向
け
た
研
究
を
行

う
。
期
間
は
２
０
２
４
年
３

月
２５
日
か
ら
２５
年
３
月
３１
日

ま
で
。

両
者
が
協
力
す
る
事
柄
は

�
バ
イ
オ
メ
タ
ン
ガ
ス
、
水

素
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
創
出
技
術
�
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
お
よ
び

社
会
実
証
�
寒
冷
地
に
お
け

る
防
災
・
減
災
対
策
へ
の
応

用
�
の
３
つ
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
ま
ず
牛
舎
や
温
泉
な
ど

で
生
じ
る
メ
タ
ン
や
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
と
い
っ
た
未

利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
原
料

に
、
同
大
学
が
保
有
す
る
ガ

ス
回
収
・
変
換
技
術
を
用
い

て
水
素
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
そ

し
て
合
成
燃
料
を
作
り
出

す
。
次
い
で
燃
料
電
池
や
発

電
機
（
産
業
用
エ
ン
ジ
ン
）

に
こ
れ
ら
を
投
入
し
て
得
ら

れ
る
電
気
と
熱
で
、
照
明
、

空
調
な
ど
家
庭
内
で
使
用
す

る
電
気
を
ま
か
な
う
。
ま
た

災
害
時
に
備
え
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向

け
、
電
気
自
動
車
、
燃
料
電

池
車
、
内
燃
機
関
車
と
い
っ

た
輸
送
機
器
を
蓄
電
シ
ス
テ

ム
な
ら
び
に
ガ
ス
の
貯
槽
と

し
、
蓄
電
池
な
ど
も
併
用
す

る
。Ａ

Ｗ
は
こ
れ
ら
シ
ス
テ
ム

の
社
会
実
装
を
担
い
、
今
後

の
脱
炭
素
住
宅
モ
デ
ル
構
築

に
貢
献
す
る
。
一
方
、
同
大

学
は
こ
れ
ら
根
幹
技
術
の
性

能
向
上
や
住
宅
に
と
っ
て
最

適
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
解
析
に
よ

っ
て
解
明
す
る
。

放
電
加
工
は
、
ワ
ー
ク
（
被

工
作
物
）
と
工
具
電
極
の
間
に

電
圧
を
掛
け
て
放
電
さ
せ
、
そ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ワ
ー
ク
を
除

去
し
て
い
く
加
工
方
法
。
電
気

を
通
す
も
の
で
あ
れ
ば
非
常
に

硬
い
材
質
の
ワ
ー
ク
を
加
工
で

き
る
う
え
、
電
極
の
形
を
精
密

に
転
写
す
る
こ
と
が
可
能
。
放

電
加
工
機
は
宇
宙
・
航
空
・
医

療
・
自
動
車
・
車
両
・
半
導
体

・
工
具
と
い
っ
た
幅
広
い
分
野

に
お
い
て
、
金
型
製
作
や
部
品

加
工
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。三

菱
電
機
は
形
状
電
極
を
使

用
し
て
ワ
ー
ク
に
転
写
加
工
を

行
う
形
彫
放
電
加
工
機
、
細
い

ワ
イ
ヤ
ー
電
極
を
用
い
て
ワ
ー

ク
を
自
在
な
形
に
切
断
す
る
ワ

イ
ヤ
ー
放
電
加
工
機
を
展
開
す

る
ト
ー
タ
ル
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
。

新
た
に
開
発
し
た
中
大
形
形

彫
放
電
加
工
機
「
Ｓ
Ｇ
７０
」
は
、

独
自
の
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
技

術
「
Ｍ
ａ
ｉ
ｓ
ａ
ｒ
ｔ
（
マ
イ

サ
ー
ト
）」搭
載
と
機
械
構
造
体

の
剛
性
向
上
に
よ
り
高
い
精
度

と
生
産
性
を
両
立
し
た
次
世
代

機
。
Ｍ
ａ
ｉ
ｓ
ａ
ｒ
ｔ
を
活
用

し
た
深
さ
自
動
認
識
・
判
別
機

能
と
高
応
答
極
間
距
離
制
御
に

よ
り
放
電
パ
ル
ス
の
均
一
化
、

お
よ
び
異
常
放
電
制
御
に
よ
り

均
一
な
加
工
面
粗
さ
を
実
現
し

た
。

後
工
程
の
磨
き
時
間
短
縮
に

加
え
て
、
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
加
工

性
能
改
善
に
よ
り
生
産
性
を
向

上
。
ま
た
、
独
自
の
熱
変
位
補

正
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
機
械
熱
変

位
を
抑
制
す
る
こ
と
で
、
高
精

度
加
工
を
可
能
と
し
て
い
る
。

自
動
車
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
航
空

向
け
な
ど
の
大
面
積
加
工
に
加

え
、
複
雑
で
高
い
精
度
が
要
求

さ
れ
る
用
途
で
の
利
用
が
見
込

ま
れ
る
。

成
長
が
期
待
で
き
る
半
導
体

パ
ッ
ケ
ー
ジ
分
野
で
は
、
高
精

度
形
彫
放
電
加
工
機
「
Ｓ
Ｖ
１２

Ｐ
」
を
提
案
す
る
。「
Ｓ
Ｖ
�
Ｐ
」

シ
リ
ー
ズ
は
Ｍ
ａ
ｉ
ｓ
ａ
ｒ
ｔ

を
搭
載
し
た
同
社
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
モ
デ
ル
で
、
Ｓ
Ｖ
１２
Ｐ
は
半

導
体
Ｉ
Ｃ
マ
ル
チ
キ
ャ
ビ
テ
ィ

加
工
で
加
工
個
所
に
よ
る
面
粗

さ
の
バ
ラ
ツ
キ
が
小
さ
く
均
一

性
が
高
い
の
が
特
徴
。
面
粗
さ

の
バ
ラ
ツ
キ
幅
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ

ス
１０
％
を
確
保
し
た
。
Ｍ
ａ
ｉ

ｓ
ａ
ｒ
ｔ
を
活
用
し
た
高
応
答

極
間
距
離
制
御
に
よ
り
短
絡
頻

度
が
減
少
し
加
工
面
均
一
性
向

上
と
加
工
時
間
短
縮
を
実
現
。

半
導
体
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
ほ
か
、

レ
ン
ズ
な
ど
の
光
学
用
途
に
も

適
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
製
造
現
場
に
お

け
る
人
手
不
足
の
課
題
解
決
に

貢
献
す
る
た
め
、
機
上
寸
法
確

認
機
能
を
搭
載
し
た
超
高
精
度

ワ
イ
ヤ
ー
放
電
加
工
機
「
Ｍ
Ｐ

１
２
０
０
」
の
提
案
活
動
を
開

始
し
た
。
機
上
寸
法
確
認
機
能

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
人
手
や
時

間
を
要
し
て
い
た
機
外
測
定
お

よ
び
再
段
取
り
工
程
を
削
減
す

る
こ
と
が
可
能
。
省
人
化
・
省

力
化
に
加
え
て
、
工
程
短
縮
に

よ
る
作
業
性
向
上
が
期
待
で
き

る
と
い
う
。
自
動
車
部
品
を
は

じ
め
、
幅
広
い
用
途
で
の
採
用

拡
大
を
狙
う
。

三
菱
電
機
は
、
最
新
の
放
電
加
工
機
を
相
次
ぎ

市
場
投
入
す
る
。
自
動
車
向
け
金
型
や
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
航
空
向
け
部
品
の
大
型
化
に
対
応
す
る
中

大
形
形
彫
放
電
加
工
機
を
開
発
、
販
売
を
開
始
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
半
導
体
封
止
金
型
に
最
適
な
高

品
位
梨
地
面
を
実
現
し
た
高
精
度
形
彫
放
電
加
工

機
や
、
機
上
寸
法
確
認
機
能
に
よ
り
省
人
化
・
省

力
化
に
貢
献
す
る
超
高
精
度
ワ
イ
ヤ
ー
放
電
加
工

機
を
提
案
。
大
型
化
・
高
精
度
化
・
高
生
産
性
化

の
要
求
と
と
も
に
近
年
、
あ
ら
ゆ
る
製
造
現
場
で

課
題
と
な
っ
て
い
る
熟
練
工
や
技
能
者
の
人
手
不

足
に
対
応
す
る
。

東
洋
紡
エ
ム
シ
ー
は
こ
の

ほ
ど
、
連
結
子
会
社
で
集
塵

機
器
や
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
な

ど
を
展
開
す
る
東
洋
紡
カ
ン

キ
ョ
ー
テ
ク
ノ
（
大
阪
市
）

の
全
株
式
を
日
本
毛
織
（
ニ

ッ
ケ
）
に
譲
渡
し
た
と
発
表

し
た
。
譲
渡
金
額
は
非
開
示
。

東
洋
紡
エ
ム
シ
ー
は
、
現
中

期
経
営
計
画
で
モ
ビ
リ
テ
ィ

・
電
子
材
料
や
環
境
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
成
長
事

業
へ
の
選
択
と
集
中
を
進
め

て
お
り
、
譲
渡
は
こ
の
一
環
。

一
方
、
ニ
ッ
ケ
は
傘
下
と
し

た
カ
ン
キ
ョ
ー
テ
ク
ノ
の
製

造
技
術
を
共
有
、
相
互
に
活

用
し
な
が
ら
、
産
業
機
材
事

業
の
収
益
拡
大
に
つ
な
げ
て

い
く
考
え
。

東
洋
紡
カ
ン
キ
ョ
ー
テ
ク

ノ
は
、
１
９
９
７
年
に
東
洋

紡
が
完
全
子
会
社
化
し
、
２３

年
４
月
の
東
洋
紡
エ
ム
シ
ー

設
立
に
よ
っ
て
同
社
連
結
子

会
社
と
な
っ
た
。
主
力
製
品

は
、
産
業
排
気
処
理
プ
ラ
ン

ト
用
の
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
グ
な

ど
で
従
業
員
は
８４
人
。
業
績

は
非
公
表
だ
が
、
直
近
の
経

営
状
態
は
黒
字
だ
っ
た
も
よ

う
。
ニ
ッ
ケ
が
完
全
子
会
社

化
し
た
こ
と
で
、
新
社
名
は

カ
ン
キ
ョ
ー
テ
ク
ノ
と
な

る
。

島
津
製
作
所
は
、
米
子
会

社
シ
マ
ヅ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

フ
ィ
ッ
ク
・
イ
ン
ス
ツ
ル
メ

ン
ツ
（
Ｓ
Ｓ
Ｉ
、
メ
リ
ー
ラ

ン
ド
州
コ
ロ
ン
ビ
ア
）
で
Ｒ

＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し
た

と
発
表
し
た
。
１０
日
に
開
所

式
を
開
催
し
た
。
製
薬
分
野

で
の
事
業
拡
大
に
向
け
て
、

分
析
計
測
機
器
の
製
品
開
発

機
能
を
強
化
す
る
狙
い
。

Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
は
Ｓ
Ｓ

Ｉ
本
社
に
併
設
す
る
メ
リ
ー

ラ
ン
ド
本
部
の
ほ
か
、
ア
カ

デ
ミ
ア
な
ど
が
集
積
す
る
東

海
岸
（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

州
ボ
ス
ト
ン
近
郊
）、グ
ロ
ー

バ
ル
製
薬
企
業
や
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
関
連
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
が
多
い
西
海
岸
（
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
近
郊
）
の
３
拠
点

で
構
成
さ
れ
る
。
東
海
岸
と

西
海
岸
で
は
顧
客
の
ニ
ー
ズ

を
調
査
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

開
発
し
た
試
作
品
を
顧
客
の

拠
点
に
持
ち
込
み
、
共
同
で

評
価
す
る
。

同
本
部
は
従
来
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
発
展

さ
せ
て
試
作
品
の
基
礎
評
価

を
実
施
、
分
析
計
測
事
業
部

と
連
携
し
た
ア
ジ
ャ
イ
ル
開

発
も
担
う
。
ま
た
試
作
品
や

新
製
品
を
設
置
し
て
顧
客
と

の
共
同
研
究
を
実
施
す
る
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
も
併

設
、
顧
客
と
の
関
係
も
強
化

す
る
。

島
津
で
は
今
後
、
Ｓ
Ｓ
Ｉ

の
拠
点
を
活
用
し
て
製
薬
企

業
向
け
に
事
業
を
拡
大
。
２

０
２
２
年
度
に
約
５
１
０
億

円
だ
っ
た
北
米
に
お
け
る
売

上
高
を
２５
年
度
に
７
０
０
億

円
超
に
引
き
上
げ
た
い
考
え
。

日
本
化
学
繊
維
協
会
（
化

繊
協
）
は
こ
の
ほ
ど
、
第
７

１
０
回
本
委
員
会
を
開
き
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
取

り
組
み
の
進
捗
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。
本
委
員
会
後
の
会

見
で
大
矢
光
雄
会
長
（
東
レ

社
長
）
は
、
繊
維
ｔ
ｏ
繊
維

の
実
現
に
向
け
て
「
モ
ノ
マ

テ
リ
ア
ル
化
や
技
術
開
発
を

前
提
と
し
た
う
え
で
、
国
が

き
っ
ち
り
し
た
制
度
設
計
を

作
れ
ば
強
い
静
脈
ル
ー
ト
を

構
築
で
き
る
。
水
平
リ
サ
イ

ク
ル
は
分
別
や
仕
分
け
と
い

っ
た
作
業
を
一
人
ひ
と
り
が

や
ら
な
い
と
成
り
立
た
な
い

が
、
日
本
は
優
位
性
が
あ
る

と
思
う
」
と
述
べ
た
。

本
委
員
会
で
は
、
９
カ
国

・
地
域
の
化
繊
業
界
の
代
表

が
一
堂
に
会
す
る
「
第
１４
回

ア
ジ
ア
化
繊
産
業
会
議
」
が

５
月
２３
、
２４
日
に
韓
国
・
ソ

ウ
ル
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
も

報
告
。
２
０
１
９
年
以
来
、

５
年
ぶ
り
の
対
面
方
式
と
な

る
。
日
本
か
ら
は
大
矢
会
長
、

工
藤
幸
四
郎
副
会
長
（
旭
化

成
社
長
）
ら
約
３０
人
が
参
加

予
定
で
、
会
議
終
了
後
に
記

者
会
見
も
予
定
し
て
い
る
。

機
能
性
表
示
食
品
な
ど
期

間
限
定
販
売

第
一
工
業
製

薬
は
カ
イ
コ
ハ
ナ
サ
ナ
ギ
タ

ケ
冬
虫
夏
草
シ
リ
ー
ズ
と
消

臭
・
除
菌
ス
プ
レ
ー
「
Ｎ
Ｉ

Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
を
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
京
都
伊
勢
丹
地
下
１
階
東

側
入
口
前
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

で
、
期
間
限
定
で
販
売
す
る
。

販
売
期
間
は
４
月
２３
〜
２９
日

ま
で
。

冬
虫
夏
草
シ
リ
ー
ズ
の

「
快
脳
冬
虫
夏
草
」（
写
真
）

は
中
高
年
の
認
知
機
能
の
一

部
で
あ
る
認
知
機
能
速
度
や

視
覚
的
な
記
憶
力
を
維
持
す

る
の
に
役
立
つ
機
能
性
表
示

食
品
。
期
間
限
定
特
別
価
格

と
し
て
、
２５
％
オ
フ
の
８
２

５
０
円
（
税
込
み
）、３
個
ま

と
め
で
は
３５
％
オ
フ
の
２
万

１
４
５
０
円
（
同
）。

Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
消
臭
メ

カ
ニ
ズ
ム
は
中
和
消
臭
法
。

臭
気
判
定
士
の
評
価
技
術
で

選
定
し
た
９
つ
の
天
然
精
油

の
香
り
が
、
安
ら
ぎ
の
瞬
間

を
引
き
立
て
る
。
５
０
０
�

�
ス
プ
レ
ー
ボ
ト
ル
２
６
４

０
円
（
同
）、８
０
０
�
�
紙

パ
ッ
ク
（
詰
め
替
え
用
）
３

３
０
０
円
（
同
）、１０
�
�
携

帯
用
１
３
２
０
円
（
同
）。

日
東
電
工
、
グ
ル
ー
プ
会

社
の
商
号
変
更

日
東
電
工

Ｃ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
（
愛
知
県
豊

橋
市
）
を
５
月
５
日
か
ら
日

東
電
工
ベ
ー
ス
マ
テ
リ
ア
ル

に
変
更
す
る
。
日
東
電
工
基

盤
機
能
材
料
部
門
の
販
売
機

能
の
一
部
を
日
東
電
工
Ｃ
Ｓ

シ
ス
テ
ム
へ
集
約
す
る
こ
と

に
と
も
な
う
も
の
。

◇
バ
ン
ド
ー
化
学
の
子
会
社
が

「
第
３４
回
西
日
本
食
品
産
業
創
造

展
２４
」
出
展

バ
ン
ド
ー
・
Ｉ
・

Ｃ
・
Ｓ
（
大
阪
市
）
は
５
月
１５
〜

１７
日
、
マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡
（
福

岡
県
福
岡
市
）
で
開
催
さ
れ
る
同

展
で
低
収
縮
性
に
優
れ
た
食
品
搬

送
用
ベ
ル
ト
「
ミ
ス
タ
ー
Ｌ
キ
ー

パ
ー
」、施
工
性
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
強

度
を
両
立
さ
せ
た
樹
脂
レ
ー
シ
ン

グ
「
ミ
ス
タ
ー
Ｐ
ｒ
ｏ
ジ
ッ
パ

ー
」、軽
搬
送
用
ベ
ル
ト
「
サ
ン
ラ

イ
ン
ベ
ル
ト
」
の
点
検
サ
ー
ビ
ス

を
展
示
す
る
。
食
品
搬
送
用
ベ
ル

ト
を
中
心
に
製
品
サ
ン
プ
ル
展
示

や
小
型
搬
送
装
置
で
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。

◇
日
本
不
織
布
協
会
が
講
演
会

５
月
２９
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
す
る
。
演
題
は
「
ク
リ
タ

ド

ロ
ッ
プ
ワ
イ
ズ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

熱
交
換
器
の
熱
伝
達
率
を
向
上

さ
せ
る
画
期
的
な
技
術
」（
栗
田
工

業
Ｃ
Ｓ
Ｖ
ビ
ジ
ネ
ス
技
術
部
ス
チ

ー
ム
技
術
課
、
山
田
学
氏
）、「
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
不
織
布
製
品
の
検
品

技
術
の
ご
紹
介
」（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
本
部
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
営
業
企
画
部
、
井
上
正
文
部

長
）、「
自
動
車
加
飾
技
術
の
最
新

動
向
」（
デ
ィ
ー
プ
ラ
ス
エ
フ
ラ

ボ
、
伊
藤
達
朗
代
表
）。

参
加
費
は
正
会
員
２
人
ま
で
無

料
、
２
人
以
上
２
０
０
０
円
。
賛

助
会
員
２
０
０
０
円
、
一
般
５
０

０
０
円
。
参
加
申
し
込
み
は
同
協

会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
s

:
//

w
w

w
.a

n
n
a
.g

r.jp

）
か
ら
。
締

め
切
り
は
５
月
１５
日
。

◇
名
古
屋
商
工
会
議
所
、
高
校

と
企
業
の
情
報
交
換
会

６
月
５

日
、
名
古
屋
商
工
会
議
所
２
階
大

ホ
ー
ル（
名
古
屋
市
）で
県
立
、
市

立
、
私
立
の
工
業
科
な
ど
専
門
課

程
の
あ
る
２１
校
の
就
職
・
進
路
相

談
担
当
教
員
と
、
愛
知
県
内
の
製

造
業
を
主
と
す
る
企
業
を
対
象
に

就
職
活
動
を
踏
ま
え
た
情
報
交
換

会
を
開
催
す
る
。
定
員
は
１
５
０

人
で
、
学
校
側
が
ブ
ー
ス
に
待
機

し
、
企
業
側
が
希
望
校
な
ど
の
ブ

ー
ス
を
回
り
面
談
す
る
仕
組
み
。

参
加
は
原
則
、
名
古
屋
商
工
会
議

所
の
会
員
企
業
。
詳
細
は
同
会
議

所
中
小
企
業
ユ
ニ
ッ
ト
（
電
話
０

５
２
�
２
２
３
�
５
７
４
２
）
ま

で
。

画画
像像
観観
察察
受受
託託
ササ
ーー
ビビ
スス

ウ
エ
ハ
ー
断
面
な
ど

林
純
薬

開
所
式
の
様
子
（
右
か
ら
３

番
目
が
山
本
靖
則
島
津
製
作

所
社
長
、
同
４
番
目
が
前
田

愛
明
Ｓ
Ｓ
Ｉ
社
長
）

米Ｒ＆Ｄセンター開所
島津、製薬分野の事業拡大

テクノセンター（上）に設置して
いるＳＥＭなどを活用して、超高
分解能画像を撮影する

三菱電機

自
動
車
・
半
導
体
分
野
に
照
準

面粗さのバラツキが小さく均一性が高い
（加工品例）

寸法確認機能で
省人・省力化も

大型・高精度の放電加工機

自
動
車
向
け
金
型
に
も
対
応
す
る
中
大
形
形

彫
放
電
加
工
機
「
Ｓ
Ｇ
７０
」

（４）２０２４年（令和６年）４月１９日（金曜日）（第三種郵便物認可）


